
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

● 福祉に関する学習の一環として、県内で活動しているチームの

指導者・選手をお招きし、「車いすバスケットボール」の体験

学習を行っています。 

● 講演や実技体験を通して、車いすで生活・活動することの大変さ

や難しさを実感できます。 

● 事前学習として、盲体験や老人体験などの学習も行い、障害を持

つ方々の生活について考えを深めます。 

●  様々な福祉体験学習を通して、全ての人が暮らしやすい社会を 

 作ることについて、考えを深めることができました。 

 

令和元年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

福祉体験 

第１学年 

● 簡単そうだなと思っていたけれど、実際に車いすに乗ってみると

体がうまく動かず、また下半身が使えないのでシュートしてもボ

ールがゴールまで届かず、とてもハードなスポーツでした。 

● 障害者と健常者の人が一緒にプレーできるなんて、理想のスポー

ツだなと思いました。 

● 車いすバスケをやっている選手の方たちがとても生き生きして

いて、障害者とか健常者とかは関係ないということをうれしく感

じました。 


